
日本鉱物科学会 平成27年度定例総会 記事 
 

日時：平成 28 年 9 月 24 日（土）8:30～10:40 
会場：金沢大学 角間キャンパス 自然科学本館 1 階 104 講義室 
 
一、会長挨拶 

開会宣言の後，小山内会長から挨拶があった。 
 
一、議長選出 
   小山内会長の司会により議長選出が行われ，大藤弘明会員（愛

媛大学）が指名され，満場一致で承認された。 
 
一、定足数の確認 
   永井庶務幹事より出席者 80 名と有効委任状 64 通(ハガキ 19

通+WEB 委任状 45 通)の出席総数 144 名が確認され，会則第

19 条の定足数（93 人以上）を満たすことが報告され，総会の

成立が確認された。 
 
一、物故会員への黙祷  
  物故会員（5 名） 

石岡孝吉永年会員，三宅 寛永年会員， 岩﨑正夫永年会員， 
勝井義雄永年会員，岩本清次永年会員 

 
一、 報告及び承認事項 

以下，１．平成 27 年度事業報告 1）～15），２．平成 27 年

度会計決算報告，３．会計監査報告と承認，４．一般社団法

人日本鉱物科学会設立報告の報告がなされた。 
詳細は，平成 27 年度第 3 回定例評議員会議事録参照。 
なお，会計監査報告は満場一致で承認された。 

 
１．平成 26 年度事業報告 
１）会員報告 
２）広報報告 
３) 渉外報告 
４）和文誌編集報告 
５）英文誌編集報告 
６）庶務報告 
７）行事報告 
８）Elements 報告 
９)  選挙結果報告 
10）将来企画委員会報告 
11）特務幹事(法人化対策担当) 法人化準備 WG 委員会報告 
12) 地惑連合報告 
13) 特務幹事 
14) 学術会議の報告 
15) 博物館委員会報告 

 
２．平成 27 年度会計決算報告（162 頁表 1，163 頁表 2） 
 
３．会計監査報告と承認 
 
４．一般社団法人日本鉱物科学会設立報告 
  1) 定款(172 頁)，法人役員紹介 
  2) 平成 28 年度事業計画案 紹介 
  3) 平成 28 年度収支予算案 紹介 
 
 
 
 
 
 

一、 審議事項 
 
１．任意団体日本鉱物科学会解散の件 

上記審議事項について小山内会長より説明があり，審議の後，

平成 28 年 9 月 30 日をもって任意団体日本鉱物科学会を解散

することが満場一致で承認された 
 
２．任意団体日本鉱物科学会の残余財産及び会員の一般社団法人

日本鉱物科学会への移転の件 
上記審議事項について小山内会長より説明があり，審議の後，

平成 28 年 10 月 1 日をもって任意団体日本鉱物科学会の残余

財産及び会員を一般社団法人日本鉱物科学会に移転すること

が満場一致で承認された。 
 
一、 日本鉱物科学会賞授与 
  吉朝選考委員会委員長より選考理由が紹介され，小山内会長

より第 14 回受賞者，第 15 回受賞者として桂 智男会員，西山

忠男会員にそれぞれ賞状と副賞が授与された。 
 
一、 渡邉萬次郎賞授与 
  土谷選考委員会委員長より選考理由が紹介され，小山内会長

より第 32 回受賞者として秋月瑞彦会員に賞状とメダルが授

与された。 
 
一、 日本鉱物科学会論文賞授与 
  下林選考委員会委員長より選考理由が紹介され，小山内会長

より第 17 回受賞者として磯部博志会員に賞状と記念品が 

授与された。 
 
一、 日本鉱物科学会研究奨励賞授与 
  長瀬選考委員会委員長より選考理由が紹介され，小山内会長

より第 19 回受賞者，第 20 回受賞者として坂巻竜也会員，  

門馬綱一会員にそれぞれ賞状と記念品が授与された。 
 
一、 日本鉱物科学会応用鉱物科学賞授与 
  黒澤選考委員会委員長より選考理由が紹介され，小山内会長

より第 9 回受賞者として石川邦夫氏に賞状と記念品が授与さ

れた。 
 
一、 櫻井賞授与  
  松原選考委員会委員長より選考理由が紹介され，小山内会長

より第 43 回受賞者として門馬綱一会員に賞状と記念品が 

授与された。 
 
一、 JMPS 学生論文賞授与 
  小山内会長より第 1 回，第 2 回受賞者として田口知樹会員，

東野文子会員にそれぞれ賞状が授与された。 
 
一、「日本の石」選定 

日本鉱物科学会は社団法人化の記念事業の一環として進めて

きた，日本の石すなわち「国石」の選定事業における会員によ

る最終投票を行った。第１回目の投票結果は，ひすい 48 票，

水晶 35 票，輝安鉱 23 票，自然金 10 票，花崗岩 8 票と，どれ

も過半数に達しなかった。投票前の申し合わせに従い，上位２

候補について決選投票を行った結果，ひすい 71 票，水晶 52
票となり，有効得票数の過半数となった「ひすい（ひすい輝石

及びひすい輝石岩）」 が国石として選定された。なお，詳細は

170 頁に掲載する。  
 


